




「台風への備え」はできていますか？
【問合わせ先】札幌管区気象台地域防災推進課

　　　　　℡ 011-611-6149  
はできていますか？

【問合わせ先】札幌管区気象台地域防災推進課

 統計によると台風は年間で約 25 個発生し、8 月

から９月に最も多く発生します。北海道への接近

数は約２個と少ないですが、強い勢力を保ったま

ま接近、上陸することもあり、温帯低気圧に変わっ

ても、さらに発達し大雨や暴風、高波などの激し

い現象が発生することがあります。

　気象庁では「台風経路図（実況と５日先までの

予報）」をはじめとした各種「台風情報」とともに、

警報級の現象が 5日先までに予想されるときに発

表する「早期注意情報（警報級の可能性）」など、

さまざまな防災気象情報を発表しています。

　台風への備えとして、台風が近づく予報の時には、家の外に置いている飛ばされそうな物を固定したり家の中

に収納したり、非常持ち出し品や避難場所の確認をするなど、事前に準備をしておくことも重要です。そして、

いざという時には、周囲の人にも声をかけ、躊
ちゅうちょ

躇せず避難しましょう。
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　７月 30 日に発生した「カムチャツカ半島付近の地震」により、

積丹町を含む日本海沿岸北部に津波注意報が発令されたほか、道内

の多くの地域に津波警報が発令されました。

　積丹町に被害は無かったものの、改めて災害への備えを考える機

会となりました。
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「自助」・「共助」・「公助」「自助」・「共助」・「公助」

　災害発生時には、行政による救助・救急活動にも限界があります。

　自分で守る「自助」、みんなで守る「共助」、行政による「公助」

が連携することで被害を未然に防いだり、減災することができます。

自助
自分で守る自分で守る

諦めない！大切な命を諦めない！大切な命を

【主な取り組み】

◦情報の収集

◦非常食や防災グッズの準備

◦避難場所・経路の確認

◦連絡方法の確認　など

公助
行政が守る行政が守る

災害時の救援活動、減災のための支援

【主な取り組み】

◦救助・救急活動

◦情報発信・伝達

◦耐震改修の促進

◦「自助」・「共助」の啓発

共助
みんなで守るみんなで守る 自分と家族の安全を守る自分と家族の安全を守る

【主な取り組み】

◦地域での救助活動

◦避難所の運営協力

◦日頃の地域防災活動

◦危険箇所の把握　など

共助の持つ大きな力

　災害規模が大きくなるほど、町や消防、警察

などの対応が遅れます。そんなときに重要にな

るのが、町内会などで組織される自主防災組織

です。日頃から身近な人たちで助け合える体制

を整えておきましょう。

災害時の救援活動、減災のための支援災害時の救援活動、減災のための支援

※令和５年９月大雨による土砂崩れ（神岬町）

大きさの階級分け

階級 風速 15 ｍ /s 以上の半径

大型 　500km 以上～ 800km 未満

超大型 　800km 以上

階級 最大風速

強い 　33m/s(64 ﾉｯﾄ）以上～ 44m/s(85 ﾉｯﾄ）未満

非常に強い 　44m/s(85 ﾉｯﾄ）以上～ 54m/s(105 ﾉｯﾄ）未満

猛烈な 　54m/s(105 ﾉｯﾄ）以上

強さの階級分け
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警
察
と
連
携

警
察
と
連
携 

水
難
救
助
訓
練

水
難
救
助
訓
練

　

７
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日

間
、
美
国
漁
港
で
の
水
難
事
故
救

助
技
術
向
上
と
余
市
警
察
署
と
の

連
携
強
化
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
に
よ

る
溺
者
救
助
、
水
没
不
明
者
の
水

面
検
索
、
余
市
警
察
署
員
も
参
加

し
て
の
救
命
浮
環
や
ス
ロ
ー
バ
ッ

グ
に
よ
る
救
助
訓
練
、
救
命
胴
衣

の
浮
力
確
認
な
ど
を
し
、
消
防
・

警
察
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
技
術
や
現

場
対
応
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報
に

１
１
９
番
通
報
に

関
す
る
お
知
ら
せ

関
す
る
お
知
ら
せ

　

固
定
電
話
か
ら
の
発
信
は

直
接
積
丹
消
防
に
つ
な
が
り

ま
す
が
、
携
帯
電
話
か
ら
の

発
信
は
、
余
市
消
防
署
通
信

指
令
室
に
つ
な
が
る
た
め

「
積
丹
町
へ
出
動
し
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

出
動
場
所
の
確
認
後
、
積
丹

消
防
へ
電
話
転
送
さ
れ
ま
す
。

　

通
報
時
は
次
の
３
項
目
を

必
ず
伺
い
ま
す
。

①
火
事
か
、
救
急
か

②
消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
先

③
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

　

他
に
も
職
員
か
ら
必
要
な
情
報

を
伺
う
の
で
、
慌
て
ず
・
落
ち
着

い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
緊
急
通

報
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
積
丹

消
防
に
直
接
通
報
で
き
ま
す
。

間
違
え
て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
際

は
、
電
話
を
切
ら
ず
に
消
防
職
員

へ
間
違
い
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

北
後
志
消
防
組
合
を
含
む
３

消
防
本
部
（
小
樽
市
、
岩
内
・

寿
都
地
方
消
防
組
合
、
北
後
志

消
防
組
合
）
で
は
、
令
和
８
年

４
月
か
ら
の
消
防
通
信
指
令
の

一
元
化
に
向
け
、
現
在
準
備
中

で
す
。　

小樽開発建設部便り N0.

　　国土交通省北海道開発局小樽開発建設部

　美国漁港の船揚場は、刺し網漁業や磯根漁業といった小型船による漁業の活動拠点となっており、その準備

作業やウニ・タコなど漁獲物の陸揚げが行われています。

　これまで屋根がない船揚場での冬季作業は、積雪時に長時間の除雪や出漁するたびに漁船へのシート掛け・

外しが必要でした。また、これらの作業は斜路で行うことから、漁業者が雪で滑って転倒するなど危険で非効

率な状態となっていました。

　こうした問題の解決を図るため、船揚場を囲うように屋根と壁を整備することとし、一部は完成し利用され

ています。現在、漁港内全ての船揚場への屋根かけを目指して整備を進めており、完成するとさらなる漁業就

労環境の改善が期待されます。

　美国漁港を利用する関係者の皆さまには工事でご迷惑をおかけしますが、引き続きのご理解・ご協力をお願

いします。

〒 047-0008 小樽市築港２番２号
℡ 0134-22-6131（小樽湾港事務所）

５

屋根付き船揚場で

「危険」で「非効率」な

漁業活動を解消！

屋根付き船揚場で

整備前

～　美国漁港では 「屋根付き船揚場」 の整備を進めています　～～　美国漁港では 「屋根付き船揚場」 の整備を進めています　～

整備後

▲隊列を組み水没不明者の水面検索▲隊列を組み水没不明者の水面検索

▼警察と連携した想定訓練▼警察と連携した想定訓練

　
場
所
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
際
は

目
印
に
な
る
近
く
の
建
物
等
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
車
・
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
に
詳
細
な
状
況
等
を
伺
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
※
電
話
を
切
ら
れ
て
し
ま
う
と
間
違

い
か
緊
急
通
報
か
が
不
明
な
た
め
積
丹

消
防
か
ら
折
り
返
し
電
話
を
お
か
け

し
、
確
認
し
て
い
ま
す
。

火災 救急 救助 その他

Ｒ７．７月 ０ ９ １ ０

Ｒ７年累計

（1～７月）
１ ６９ ２ １８

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況 （単位：件）■積丹支署各種出動状況 （単位：件）■積丹支署各種出動状況■積丹支署各種出動状況

▲ IP 電話▲ IP 電話

  『緊急通報ボタン』  『緊急通報ボタン』

【お詫びと訂正】

８月号「消防ニュース」に誤りがありました。

（正）Ｒ７年累計 18 件 （誤）Ｒ７年累計 1 件

お詫びして、訂正します。
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まちまち の 日記帳日記帳
  ７
    　23

暮らしを支える『税』を学ぶ

　日司・余別小の児童５名が税について学ぶ「租税教室」が

余別小学校で開かれました。

　教室は、次代を担う児童に税の意義や役割を正しく理解し

てもらうため、学校からの希望により授業の一環として継続

的に行っています。税務署から派遣依頼のあった町税務課職

員が講師となり、私たちの身近な税金の種類、税収の状況や

使われ方、税金がどのように暮らしを支えているかなどクイ

ズ形式を取り入れた学習をしました。

　児童は、毎日の生活に大きく関わり、欠くことのできない

「税の仕組みと大切さ」を真剣に学んでいました。

日司・余別小集合学習「租税教室」

　七夕祭りを、びくに保育所・みなと保育所それぞれで行い

ました。

　子どもたちが作成した七夕飾りには、将来の夢や希望など

思い思いの願い事を書いた短冊が結ばれました。

　また、両保育所では、ヨーヨー釣りやボールすくい、輪投

げなどの出店があり、子どもたちはそれぞれ楽しみ、夏の思

い出となりました。

短冊に願いを込めて
　びくに・みなと各保育所「七夕祭り」

　札幌競馬の開催期間中、競馬場内で(一社)積丹観光協会と

町が観光ＰＲを行ってきました。

　８月３日の12レースのうち最終レースが「積丹特別」と名

付けられたことにちなみ、同日の物産展ブース出展依頼を受

けて実現しました。

　当日は『うにどん』も同行し、各レースの合間に多くの人

とふれあい、大変好評でした。

　このほか、観光協会では、５月にエスコンフィールド北海

道（北広島市）、７月には小樽港クルーズ船へのＰＲなど町

のＰＲに努めています。

町の特産品を各地でＰＲ！
（一社)積丹観光協会「ＪＲＡ積丹物産展」   

  ８
      ３

  ８
    　７

  ７
     ２３

広報しゃこたん令和７年９月号
10



　
各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間
（
第
３
回
試
験
）

　

９
月
16
日
㈫
～
11
月
21
日
㈮

◆
試
験
日
程
等

一
次
試
験
／
11
月
29
日
㈯
～
12
月
４
日
㈭

　
　
　
　
　
い
ず
れ
か
１
日

筆
記
試
験
／
国
語
、
数
学
、
英
語
、

　
　
　
　
　

作
文
及
び
適
正
検
査　

【
自
衛
官
候
補
生
】

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間
（
第
３
回
試
験
）

　

10
月
14
日
㈫
～
11
月
６
日
㈭

◆
試
験
日
程
等

一
次
試
験
／
11
月
16
日
㈰
～
17
日
㈪

　
　
　
　
　

い
ず
れ
か
１
日

筆
記
試
験
／
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
、

　
　
　
　
　

公
民
及
び
作
文
、
適
正
検
査

　
年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い

て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

　
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は

　「
秋
さ
け
密
漁
防
止
月
間
」
で
す

　

今
年
も
秋
さ
け
の
来
遊
期
を
迎
え

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
密
漁
事
犯
は
関
係
機
関
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
北
海
道
で
は
、
例
年
と

口
述
試
験
／
身
体
検
査

※
試
験
日
等
も
急
に
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
応
募
資
格
、

受
験
手
続
き
等
詳
し
い
内
容
は
、
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
17
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

同
様
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
の
２
ヶ
月
間
を
「
秋
さ
け
密
漁
防

止
月
間
」
と
定
め
、
密
漁
防
止
の
た

め
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
取

締
期
間
や
民
間
団
体
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
取

締
り
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

秋
さ
け
資
源
の
保
護
と
密
漁
の
撲

滅
に
向
け
た
取
り
組
み
に
御
理
解
・

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

後
志
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
水
産
課

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
３
９
４

道
税
の
申
告
は
便
利
な
電
子
申
請
で

　

法
人
事
業
税
、
軽
油
引
取
税
や
ゴ

ル
フ
場
利
用
税
な
ど
の
申
告
・
納
税

は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
電
子
申

告
・
納
税
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
）
が
便
利
で
す
。

●
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.eltax.lta.go.jp/

●
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
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問
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●国民健康保険税　第３期

　   　　　 納期限 ９月 25 日㈭

●介護保険料　第３期

　　   　　 納期限 ９月 25 日㈭

●後期高齢者医療保険料　第３期

　　   　　 納期限 ９月 25 日㈭

今月の納期今月の納期

●固定資産税　第３期

　　   　 　納期限 ９月３0 日㈫

●上下水道使用料金　８月分

　　   　   納期限 ９月３0 日㈫

●住宅使用料　９月分

　　   　   納期限 ９月３0 日㈫

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、 ９月 25 日

㈭に引き落しになりますので、 前日までに

残高の確認をお願いします。

【問合わせ先】役場税務課　TEL44-3384

◆し尿収集の日程・９月◆

日 (曜日 ) 地　区

１日㈪ 入舸・幌武意

２日㈫ 幌武意・婦美
３日㈬ 婦美・丸山

８日㈪ 茶津・浜町

９日㈫ 浜町・中央

10 日㈬ 柳　町

11 日㈭ 西　仲

16 日㈫ 西仲・山岸

17 日㈬ 山岸・多茂木

18 日㈭ 多茂木

22 日㈪ 多茂木・西浦

24 日㈬ 西浦・東浦

25 日㈭ 東浦・栄町

29 日㈪ 栄町・小泊

30 日㈫ 寺町・小泊

広報しゃこたん令和７年９月号
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交通安全はみんなの願い

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

７日（日）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

14日（日）林 病 院 余市町山田町 22-5188

15日（月）田 中 内 科 医 院 余市町浜中町 22-6125

21日（日）黒川町整形外科クリニック 余市町黒川町 22-2447

23日（火）森 内 科 胃 腸 科 医 院 仁 木 町 北 町 32-3455

28日（日）よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

９月の余市管内休日当番病院等
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７㈰ ●第46回みなと保育所運動会

19 ㈮ ●積丹町敬老会

28 ㈰ ●第53回びくに保育所運動会

９月のこよみ

世帯数／　968世帯（＋３）

人　口／1,646人  （－３）

男　／　775人  （ー４）

女 ／　871人  （＋１）

－９月の俳句－
（美国踏青俳句会）

（ゼロ）

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／６人(＋２）●転出／８人(±０）

●出生／０人(±０）●死亡／１人(―５)
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診療時間：午前９時～午後５時

９
月
号

№
765

００

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

代表　安　田　亜　子　様（美国町） ２０，０００円

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

ご協力ありがとうございました　

≪令和７年７月３１日現在≫

　1,149 件　18,393,000 円

全国の皆さま　

山　口　　　進　様（美国町） ５０，０００円

遠　藤　明　美　様（美国町） ３０，０００円

津　村　淳　子　様（美国町） １００，０００円
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弔
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（
結
婚
）

女神輿　桜組

国勢調査国勢調査 がが行われます行われます
国勢調査は令和７年 10 月１日を基準

として日本国内に居住するすべての人

と世帯を対象とした統計調査です。

　国勢調査の結果は、国や地方公共団

体の各種行政施策などに活用されます。

９月中旬に調査員から各世帯へ調査

票が配布され、インターネットまたは

書類での回答となります。

　調査回答へのご協力をお願いいたし

ます。

国勢調査の流れ国勢調査の流れ
①調査員が各世帯を訪問し、

　調査書類を配布

⇩
②インターネットまたは書類

　による回答を選択し、調

　査内容を入力または記入

⇩
③調査員が回収

（インターネット回答は回収不要）

死亡交通事故 の日

2,2472,247日達成

（令和７年８月１日現在）
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